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神奈川県議会

　酪農業配合飼料価格や輸入乾牧草の価格上昇が続き、経営の継続が困難なレベルに来ていま
す。生乳の販売価格の急激な値上げは、牛乳消費をさらに落ち込ませる原因にもなり、飼料価格
の高騰分を生乳の販売価格に転嫁することは困難な状況にあります。飼料価格の高騰に対応する
ため、酪農家が飼料を自ら生産する、いわゆる自給飼料についても、本県の酪農は都市部に立地
し、飼料を作付けする畑の集約が難しいことなどから、直ちにその生産を拡大することには適し
ていません。飼料等の高騰が続き、本県の酪農業が衰退するような事態となれば、現在行われて
いる学校給食への県産牛乳の供給が困難になるほか、農業における土づくりに欠かせない「たい
肥」が確保できなくなるなど、本県農業の振興に重大な影響を及ぼしかねません。飼料価格の高
騰により、酪農経営が厳しい中、どのように本県酪農を支援していくのか、見解を伺います。

質問Question

令和4年度第2回定例会において一般質問を6月24日に行いました。
内容の一部を報告させていただきます。

県内酪農業の支援について

県職員の意識改革について 【知事】1 オーラルフレイル対策について 【知事】5
茅ヶ崎海岸における侵食対策の推進について 【県土整備局長】6
県営水道における地震災害対策の取組について【企業庁長】7
かながわペットのいのち基金の活用について【健康医療局長】8

自殺対策について 【知事】2
県内酪農業の支援について 【知事】3

　本県の酪農は、県民80万人分に相当する新鮮でおい
しい牛乳を生産し、一部の生産者はアイスクリーム
などの乳製品の加工販売にも取組んでいます。酪農
経営で最も費用がかかるとされる家畜の餌である飼
料代について、海外から輸入されるトウモロコシな
どの穀物や乾牧草の価格が、過去最高の水準まで高
騰しています。本県のような都市部の酪農の場合、
牧草などを生産する畑の確保が難しく、輸入飼料に
依存しており、大変厳しい状況に置かれています。
　本県酪農がこの危機を乗り越えるためには、飼料価格高騰への緊急的な対策と輸入飼料への依存から
脱却し体質強化を図っていく中長期的な視点での対策の両面から取組む必要があります。
　そこで輸入穀物や乾牧草の価格高騰に対し、国の支援制度ではカバーできない生産者負担の増加に対
して補助し、当面の経営を安定化させたいと考えています。また、輸入飼料への依存から脱却するた
め、食品残渣を飼料原料とするエコフィードの活用を促進するとともに、酪農家や関係団体、飼料製造
販売会社と、国産の牧草などの活用を促進するネットワークを強化します。具体的には、酪農家が国産
飼料の利用を拡大できるよう、県は、県外で生産された牧草などの調達の仕組みづくりや、県内の水田
などでの飼料生産に向けた農家との連携を支援し、国の事業や他県の先進事例に関する情報の提供も行っていきます。
　飼料価格高騰による負担増への緊急的な対策と、輸入飼料への依存から脱却するための中長期的な視点からの対策の両面に取組むこと
で、本県酪農業を支援してまいります。

答弁（黒岩知事）Answer

一般質問一般質問令和４年 第２回定例会 

６月補正予算において「畜産業物価高騰対応費補助事業」の支援策が決定しました！

気候変動に伴う海洋環境の変化の影響を受けている本県漁業への取組について【知事】4

かながわ　酪農

神奈川県 乳量と酪農家戸数の推移
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茅ヶ崎市立梅田小学校 卒業
茅ヶ崎市立梅田中学校 卒業
神奈川県立神奈川工業高等学校 卒業
関東学院大学経済学部経営学科 卒業
自民党茅ヶ崎市連合支部 副支部長

<県議会 >
文教常任委員会 委員
安全安心対策特別委員会 委員

　ます晴太郎事務所では毎年、春と夏に大学生のインターンを受け
入れています。インターンは政治家の仕事や地域との関わりを学び
ます。今夏は大学生2名が来てくれました。大学生が直接、佐藤光
茅ヶ崎市長にインタビューをし、これからの茅ヶ崎の未来について
意見交換を行いました。その一部をご紹介させていただきます。

佐藤光 茅ヶ崎市長に

インタビュー
佐藤光 茅ヶ崎市長に

インタビュー

茅ヶ崎市をどのような街にしていきたいですか…
　コロナ禍によりテレワークが定着した事がきっかけで、東京から多くの人たちが茅ヶ

崎の街を選んで移住をしてきています。東京23区からの増加率は全国トップです。その

移住をしてきた人たちは30～40代という「働き盛り」で「子育て」世代です。その働き

盛りで子育て世代を応援していきたいと考えています。

　子育て支援をして、その子どもたちが就職する20年後も茅ヶ崎に残ってくれるように

しなくてはいけません。そのためには、住みやすく、働き口が多いにぎわいのある街を

残していきたいと思います。活気のある街になれば高齢者にも住みやすい街になりま

す。先を見ながら好循環を作りだせればいいですね。

国・県・市の連携の重要性は…

　直接相談をできる人がどれだけいるかが重要ですね。神奈川県議会議員を5期務

めたことで、直接、相談をできる人が多くいます。ワクチン接種の際には、当時の河

野太郎ワクチン接種担当大臣に力を貸してもらいました。また、茅ヶ崎だけが良く

なればいいのではなくて、隣の藤沢市や平塚市、寒川町と広域的に良くならなけれ

ばいけません。コロナ禍で力を入れてきた、キッチンカー事業者支援として、市役所

前や茅ヶ崎市の施設で販売を行いました。このキッチ

ンカーについても、茅ヶ崎のキッチンカーが藤沢で販

売することができたり、逆に、藤沢のキッチンカーが

茅ヶ崎で販売できたりと、これも直接相談をして進め

ることができました。

若い世代に期待する事はありますか…
　松林地区コミュニティセンター建設に向け、若い世代の声

を聞くためにユースクラブを立ち上げました。高校生や大学

生の若い世代の人たちが入ってくれました。若い世代ばかり

で集まらず、お年寄りの方と一緒に何かをしていきたい。若

い人たちがお年寄りを求めているなど、面白い意見がいっぱ

いありました。きっかけを自分たちで作ることも大切です

が、行政がそのきっかけを作ることも重要だと感じました。

左から佐藤市長、大学生インターンの家中さんと木村さん。
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